
 

 

介護保険審査決定増減表 
                                                                        

保険者番号 
サービス 
提供年月 

請 求 差 返   戻 査 定 増 減 保 留 分 保留復活分 
備 考 

件数 
金額 

特定入所者介護費等 
件数 

単位数 
特定入所者介護費等 

件数 
単位数 

特定入所者介護費等 
件数 

単位数 
特定入所者介護費等 

件数 
単位数 

特定入所者介護費等 

350000 R○.○   
1 

0 

500 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
 

350000 R△.△   
0 

0 

0 

0 

1 

0 

-50 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
 

 

 

            

 

 

            

             

 

 

            

 

 

            

             

             

             

             

             

合計 

-1 

0 

-4,950 

0 

1 

0 

500 

0 

1 

0 

-50 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

 

 

※１ この表は請求のあった介護給付費のうち、審査決定に際し、請求書と請求明細書の積上げとの差、返戻、査定増減のあったものについて通知するものです。 
※２ 1行に 2段となっており、上段に請求件数・金額、下段に特定入所者介護費等に関する請求件数・金額を表示しています。

山口県では、現在保留の処理を行っていません。 
 

「保留分」「保留復活分」の欄は、必ず「０」となります。 

※介護予防・日常生活支援総合事業分

については、様式は別様式となるが、

介護給付分と見方は同様となります。 

請求書の件数・金額と 

請求明細書の合計が 

不一致であった場合に 

記載されます。 

「介護保険審査増減単位数通知書」

の内容を保険者番号別、サービス提

供年月別に集計したものが表示され

ます。 

「請求明細書・給付管理票返戻（保留）一覧表」の内容を保険者番号別、

サービス提供年月別に集計したものが表示されます。 



 

「請求差」欄のみ記載の場合 

保険者番
号 

サービス 
提供年月 

請 求 差 返   戻 査 定 増 減 保 留 分 保留復活分 

備 考 
件数 

金額 
特定入所者介護

費等 
件数 

単位数 
特定入所者介護

費等 
件数 

単位数 
特定入所者介護

費等 
件数 

単位数 
特定入所者介護

費等 
件数 

単位数 
特定入所者介護

費等 

             

             

             

合計 
0 

0 

-500 

0 

 

 

 

     
 

 

 

 

「介護給付費請求書」に記載された請求件数・金額と「介護給付費請求明細書」を集計した請求件数・金額が異なる場合、「請求差」欄に差

が表示されます。 

「介護給付費請求明細書」を集計した請求件数・金額が、「介護給付費請求書」に記載された件数・金額より、多ければプラス（＋）表示、

少なければマイナス（－）表示となります。 

上の表の様に、「件数(0 件)・金額(－500 円)」と表示されていた場合、請求明細書を集計した金額が、請求書に記載された金額より、500

円少なかったということです。 

 

ポイント！ 

「請求差」の「合計」欄プラス （＋）表示・・・「介護給付費請求明細書情報」の集計値＞「介護給付費請求書情報」の数値 

「請求差」の「合計」欄マイナス（－）表示・・・「介護給付費請求明細書情報」の集計値＜「介護給付費請求書情報」の数値 

 

 



 

 

 

ポイント！ 「返戻」・「査定増減」欄に記載がある場合、「請求差」欄はどうなるの？ 

保険者番号 
サービス 
提供年月 

請 求 差 返   戻 査 定 増 減 

件数 
金額 

特定入所者介護費等 
件数 

単位数 
特定入所者介護費等 

件数 
単位数 

特定入所者介護費等 

350000 R○.○   
1 

0 

500 

0 

0 

0 

0 

0 

350000 R△.△   
0 

0 

0 

0 

1 

0 

-50 

0 

合計 
-1 

0 

-4,950 

0 

1 

0 

500 

0 

1 

0 

-50 

0 

 

「返戻」がある場合、件数・金額ともマイナス（－）としてカウントし、「請求差」の「合計」欄には、マイナス（－）表示されます。 

「査定増減」がある場合、金額のみがマイナス（－）表示されます。 

 

＜例＞ 介護給付費 9割で公費請求なしの場合 

「返戻」1件・500単位（介護保険請求額 4,500 円） 

「査定減」1 件・－50単位（介護保険請求額 450 円） 

⇒「請求差」の「合計」欄 には件数（－1）、金額（－4,950）と表示されます。 

  ※件数（－1）は、返戻の 1 件です。 

金額（－4,950）は、返戻分の保険請求額（4,500円）と査定増減の保険請求額（450 円）の合計です。 

 


